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DS92LV090A
9チャネル Bus LVDSトランシーバ

TRI-STATE®はナショナル セミコンダクターの登録商標です。

概要

DS92LV090Aは、バックプレーンおよびケーブルでの伝送に最適
な、高速かつ低消費電力の Bus LVDSインタフェース用トランシー
バです。 このデバイスは 3.3V 単一電源で動作し、9 チャネル分
の差動ライン・ドライバとレシーバを内蔵しています。 Bus LVDS側
は、ドライバ出力とレシーバ入力を内部で接続することでバス負荷
を小さくしています。 また、論理回路が接続される側は、入力ピ
ンと出力ピンの分離により、ドライバ出力をレシーバでバス上から取
り込むループ・バックも可能です。 このデバイスはデータの流れに
沿ったピン配置を採用していますので、プリント基板の設計におい
てはコネクタとデバイス間のスタブ長を短くできます。

このドライバは 3V TTLレベル入力 (シングル・エンド )を、差動
の Bus LVDS (BLVDS)出力レベルに変換します。Bus LVDSに
より、EMI を低減しつつ低消費電力で高速動作を実現します。
差動信号での同相電圧ノイズの抑止能力は± 1Vです。

レシーバのスレッショルドは、± 1Vの同相電圧範囲において
± 100mV以下と小さく、差動 Bus LVDS信号を標準的な TTL/
CMOSレベルに変換することができます (詳細については、アプ
リケーション情報の項を参照してください )。

特長

■ Bus LVDS信号
■ 最大伝搬遅延時間 3.2ns
■ チップ間スキュー± 800ps
■ 低消費電力 CMOS設計
■ 100Mbps以上の高速転送レート
■ VID＝ 200mVにおける同相電圧範囲は 0.1Vから2.3V
■ レシーバ感度± 100mV
■ Bus LVDSピンにおける開放および終端時のフェイルセーフ機
能のサポート

■ 3.3V単一電源動作
■ ドライバおよびレシーバ・ディスエーブルによりグリッジの生じな
い電源オン /オフ

■ 5pF (typ)低負荷容量の Bus LVDS入力
■ 両側終端バスに対応
■ 平衡出力インピーダンス
■ 64ピンTQFPパッケージ
■ 電源オフ時ハイ・インピーダンスとなるバス・ピン (VCC＝ 0V)
■ デバイス内ドライバ・チャネル間スキュー 230ps (typ)
■ デバイス内レシーバ・チャネル間スキュー 370ps (typ)

機能図
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ピン配置図

Top View
Order Number DS92LV090ATVEH

See NS Package Number VEH064DB

ピン説明

ピン名称 ピン番号 I/O 説明

DO＋ / RI＋ 27、31、35、37、41、
45、47、51、55

I/O 正極性 Bus LVDSドライバ出力、およびレシーバ入力

DO－ / RI－ 26、30、34、36、40、
44、46、50、54

I/O 負極性 Bus LVDSドライバ出力、およびレシーバ入力

DIN 2、6、12、18、20、
22、58、60、62

I TTLドライバ入力

RO 3、7、13、19、21、
23、59、61、63

O TTLレシーバ出力

RE 17 I レシーバ・イネーブル TTL入力 (LOWアクティブ )

DE 16 I ドライバ・イネーブル TTL入力 (HIGHアクティブ )

GND 4、5、9、14、25、56 Power デジタル回路グラウンド (プリント基板の GNDに接続 )。 各ピンは内部にて
接続

VCC 10、15、24、57、64 Power デジタル回路電源 (プリント基板の VCCに接続 )。各ピンは内部にて接続

AGND 28、33、43、49、53 Power アナログ回路グラウンド (プリント基板の GNDに接続 )。 各ピンは内部にて
接続

AVCC 29、32、42、48、52 Power アナログ回路電源 (プリント基板の VCCに接続 )。 各ピンは内部にて接続

NC 1、8、11、38、39 N/A 未使用のため開放 (NC)とすること
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絶対最大定格 (Note 1、2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

DC電気的特性
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用 (Note 2、3)。 

電源電圧 (VCC) 4.0V

イネーブル入力電圧 (DE、RE) － 0.3V～ (VCC ＋ 0.3V)

ドライバ入力電圧 (DIN) － 0.3V～ (VCC ＋ 0.3V)

レシーバ出力電圧 (ROUT) － 0.3V～ (VCC ＋ 0.3V)

Busピン電圧 (DO/RI± ) － 0.3V～＋ 3.9V

ESD耐圧 (人体モデル、1.5kΩ、100pF) ＞ 4.5 kV

ドライバ短絡時間 瞬間

レシーバ短絡時間 瞬間

パッケージ最大許容電力損失 (25℃ )

TQFP 1.74 W

TQFPパッケージ・ディレーティング 13.9 mW/℃

θja 71.7℃ /W

θjc 10.9℃ /W

接合部温度 ＋ 150℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード温度 (ハンダ付け、4秒 ) 260℃

最小値 最大値 単位

電源電圧 (VCC) 3.0 3.6 V

レシーバ入力電圧 0.0 2.4 V

動作温度範囲 (TA) － 40 ＋ 85 ℃

最大入力エッジ・レート

(Note 6) (20％～ 80％) Δt/ΔV

データ 1.0 ns/V

制御信号 3.0 ns/V
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DC電気的特性 (つづき)

特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用 (Note 2、3)。 
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AC電気的特性
特記のない限り、推奨動作条件における電源電圧および温度範囲に適用 (Note 6)。 

Note 1: 「絶対最大定格」を超えてデバイスを動作させた場合、安全性は保証されません。 また、絶対最大定格の上限または下限でデバイスを動作させるべき
であることを示しているわけではありません。 デバイスの動作条件は「電気的特性」の各表により規定されています。

Note 2: デバイス・ピンに流れ込む電流を正と定義し、デバイス・ピンから流れ出る電流を負と定義しています。 電圧は、差動電圧である VOD、ΔVOD、VID お
よび特記のある場合を除いてグラウンドを基準としています。

Note 3: 特記のない限り、Typ値はVCC＝＋ 3.3V、TA＝＋ 25℃のときです。

Note 4: ESD耐圧 :人体モデル (1.5 kΩ、100 pF)＞ 4.5 kV、EIAJ(0Ω、200 pF)＞ 300V。

Note 5: CL はプローブ容量と測定治具容量を含みます。

Note 6: 特記のない限り、すべてのテストにおけるパルス・ジェネレータの波形は次の設定によります。 f＝ 25 MHz、ZO＝ 50Ω、tr＝＜ 1.0 ns、tf＝＜ 1.0 ns 

(0％～ 100％)。 伝搬遅延とスキューを最小にするために、データ入力のエッジ・レートは 1ns/V以上でなければなりません。 また制御信号のエッジ・レート
は 3ns/V以上でなければなりません。 一般に、入力のエッジ・レートが速いほどAC性能はよくなります。

Note 7: DS92LV090Aのドライバ出力に抵抗性負荷を接続した場合は、データシート記載の仕様の範囲内で機能します。

Note 8: 伝搬遅延時間は設計および特性によって保証されています。

Note 9: tSKD1 |tPHLD–tPLHD|は、任意のチャネルにおける推奨動作条件下での差動伝搬遅延の差です。

Note 10: ショートは 1出力のみです。パッケージ最大許容電力損失を超えてはなりません。

Note 11: VOH フェイルセーフ終端テストは RI＋入力とRI－入力間に 27Ωを接続して実施しています。 外部電圧は印加していません。

Note 12: チップ間スキューとは、どちらのエッジによらない任意のデバイス間における差動伝搬遅延の差です。

Note 13: チャネル間スキューとは、デバイス内の任意のチャネル間におけるドライバ出力またはレシーバ出力の伝搬遅延の差です (いずれかのエッジ )。
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アプリケーション情報
弊社アプリケーション・ノートAN-808、AN-903、AN-971、
AN-977、AN-1108 に、一般的なガイドラインとヒントが記載され
ています。

Bus LVDS のプリント基板設計において考慮すべき共通のガイド
ラインを以下に示します。

• プリント基板は 4層以上としてください (Bus LVDS信号層、グ
ラウンド層、電源層、TTL信号層 )。

• ドライバとレシーバはできるだけコネクタに近い位置に配置して
ください。

• 各 Bus LVDSデバイスにはバイパス・コンデンサを、電源層と
の間には分散してバルク・コンデンサを配置します。 表面実装
タイプのコンデンサをVCCピンおよびGNDピンの近くに配置す
るとバイパス効果が高まります。 表面実装 (0.1μF、0.01μF、
0.001μF)の高周波対応多層セラミック・コンデンサ (MLC)を
各 VCCピンとGNDピンに数個並列に使用してください。 この
ときコンデンサは、VCC ピンにできるだけ近い位置に実装して
ください。 またバイパス・コンデンサのパッドには、VCCとGND
を接続するスルーホールを複数設けてください。 また、ボード
全体の随所にバイパス・コンデンサを配置してください。

• 伝送線路のインピーダンスに最適な終端抵抗値を選択してく
ださい。

• 使用していない Bus LVDSレシーバ入力は開放 (フローティン
グ )としてください。 また、使用しない入力ピンの布線長は 0.5
インチ以内にしてください。

• TTL信号とBus LVDS信号とを分離してください。

伝送メディア (コネクタまたはバックプレーン )の選択ガイドラインを
示します。

• インピーダンスが管理できるメディアを使用してください。 また、
バックプレーン基板とコネクタの差動インピーダンスを整合させ
てください。

TABLE 1.  Functional Table

TABLE 2.  Transmitter Mode

TABLE 3.  Receiver Mode

X＝HIGHまたは LOW (ドントケア )
L＝LOW
Z＝ハイ・インピーダンス
H＝HIGH

テスト回路およびタイミング波形

FIGURE 1.   Differential Driver DC Test Circuit

FIGURE 2.   Differential Driver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit
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テスト回路およびタイミング波形 (つづき)

FIGURE 3.   Differential Driver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

FIGURE 4.   Driver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 5.   Driver TRI-STATE Delay Waveforms
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テスト回路およびタイミング波形 (つづき)

FIGURE 6.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit

FIGURE 7.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

FIGURE 8.   Receiver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 9.   Receiver TRI-STATE Delay Waveforms
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代表的なバス・アプリケーション構成

Bi-Directional Half-Duplex Point-to-Point Applications

Multi-Point Bus Applications
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters

64-Lead Molded TQFP Package
Order Number DS92LV090ATVEH
NS Package Number VEH064DB
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